
平成２５年度図書館協議会概要 

日 時  平成２５年６月２５日（火） 

午後３時から午後４時３０分 

場 所  戸倉庁舎 ４階 第２会議室 

 

任命書の交付 

１．開  会 （生涯学習課長） 

２．あいさつ （ 教育長） 

３．自己紹介 

４．協議事項 

（1）正副会長の選任について 

○ 会長は小宮山峰男校長、副会長は塚田貴子司書を選出 

（2）千曲市立図書館の概要について 

（3）平成２４年度事業報告について 

（4）平成２５年度事業計画について 

（5）図書館運営についての意見交換 

 

委員から出された主な質問及び意見 市（事務局）の説明及び回答 

○ 蔵書は昨年からどの位増えているか。 

 

○ ブックスタート事業では市内の７か月児全員 

に絵本をプレゼントしているのか。 

 

○ 戸倉図書館で行っている図書館利用学校説明 

会は新規事業か。 

○ この協議会で出された意見は反映されている 

のか。具体化された事があるかお聞きしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 上山田公民館図書室は感覚的に増えている気 

がする。千曲市内では更埴図書館も戸倉図書館

も利用できるので、広域的になってきている。

成果としてとらえたい。 

○ 図書館が今話題になっているが、広域的に利 

用できるようになれば利用も広がると思う。千

曲市としての居心地のいい図書館を作るにはど

○ 今年度は雑誌数を蔵書数から外している。除籍

も行っているので横ばい状態だ。 

○ ７か月児全員に通知を出し、５種類の絵本から

好きなものを１冊選んでもらいプレゼントして

いる。 

○ 旧戸倉町から行っている事業だ。 

 

○ ブックスタート事業について毎年意見を頂い 

ているが、その都度検討し充実してきている。目

には見えない部分もあるが、常に頭において事業

を進めている。 

利用減少についても意見が出されるが、長野広

域では利用が制限されており他市の図書館は利

用できないことになっている。上田や諏訪のよう

に広域的になれば利用も増えるのではないかと

考える。 

 

 

 

 

 

 

 



うしたらいいのか、色々な人の意見を聞いて図

書館を作っていってほしい。 

○ 移動図書館の駐車場所に子育て支援センター 

が入っていない。小さな子どもを連れての利用

は大変なので、子育て支援センターのような所

なら借りやすいと思う。信州ケーブルテレビで

も情報を発信できれば、利用も増えるのではな

いか。 

○ 市報の新着図書紹介を楽しみにしている。親 

子の対話が生まれるような子どもの本の紹介を

増やしてほしい。子育て支援センターのような

施設にも紹介しているのか。 

○ 本が破れたり汚れたりしているのが気にな

る。大切な本なので大事にするよう、保育園、

学校の方へも声掛けをしてほしい。 

○ 書庫に眠っている本でもいい本がある。一定

期間でもいいので出して、こんないい本もあり

ますと示してほしい。 

○ ブックスタート事業にかかわっているが、参

加している親が多くなってきているように思

う。もっと絵本の宣伝をしてもいいのではない

か。 

○ 図書館利用学校説明会に読んでもらいたい本

を持って行って、お勧め本のブックトークを加

えればもっといい会になるのではないか。 

 

 

○ 今の子どもに、ゲームの魅力に打ち勝つよう 

に本の魅力を発信していくことは難しい。ポッ

プをつける等本の情報でない情報も発信してい

かないとだめではないかと考える。学校からで

も公共図書館の本が借りられることをもっと知

らせたい。 

○ 田毎図書館を利用している子で、本がとても 

好きで１０冊の本を毎日借りていく子がいると

のこと、また、上山田公民館図書室を利用して

いる高齢の方は、近くにこの図書室があって好

きな本が利用でき嬉しいと言われた。 

○ 上山田公民館図書室は月曜日は開館してい 

る。他の図書館は休みなので利用してほしい。

高齢者向けの講座で音楽を楽しみながら本を読

 

 

○ 子育て支援センターでの貸出しは検討したい。 

以前は新着図書の紹介をケーブルテレビでして

いたが、信州ケーブルテレビの都合で止めた経過

がある。 

 

 

○ 子どもの本の紹介をもっと増やしたい。館内で 

の展示の方法を考えたり、情報も多方面に発信し

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「読んでみよう３０冊」というお勧めの本を持 

って行っている。お勧め本を読み、クイズに答え

るとプレゼントをあげるようにしている。ブック

トークは職員は更に研修をつんで、内容のあるも

のにしていきたい。 

○ 学校の「ブックネットちくま」の利用が少ない。 

学校の蔵書点検中に市立図書館の本を貸し出す

こともできるので利用していただきたい。 



むことも考えた講座を計画している。子ども向

けの講座の時、待ち時間に本を読んでいる子ど

もが多い。統計には出ないが環境は整えていか

ないといけない。古本市を文化祭の時にやるが

好評だ。 

 


